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           ・神経移植や筋肉移植により、顔面神経麻痺症状の修復・ 

改善を図る。同様の手技は、四肢の筋肉・神経由来の運動 

障害にも応用できる。 

・評価法として、柳原らによる臨床的顔面神経麻痺スコア、

筋電図、CAT(choline acetyultransferase)の測定などを、

試みている。 

外傷や感染、頭頸部腫瘍切除により顔面神経麻痺を生じることがある。これらの修復には、自家

神経移植や神経血管柄付き筋肉移植（筋を神経と血管を含めて移植し、吻合することにより機能的な

回復を目指す）が、用いられている。 

我々は、各種顔面神経麻痺に対し、腓腹神経や頸神経叢分枝よりの神経移植、あるいは神経血管

柄付き広背筋移植を用いた修復を行ってきた。その臨床的評価には、柳原の顔面神経麻痺スコア（臨

床的な顔面運動の評価法）、筋電図などを、また実験的には CAT(choline acetyultransferase)の生

化学的測定を用いてきた。 

また、同様の手技を、神経や筋肉の損傷に由来する四肢運動障害にも用いている。 

神経移植や筋肉移植には、マイクロサージャリー（顕微鏡下における微小神経、血管吻合）

の技術が応用されている。現在の技術では、約 0.5から 2mmの血管の吻合は可能であり、本法

は遊離血管柄付き組織移植（皮膚、皮下組織、骨、脂肪、筋膜、軟骨などを血流を有する状態

で移植する）に応用されており、各種組織の修復に用いられている。つまり、人体や各種動物

において、組織を血流を有する状態で他の場所に移動することが可能である。最近では、同種

移植にも応用されており、これを動物実験に利用することが可能である。すなわち、移植した

神経や筋肉など各種組織の移植後の反応を探るのに有用な技術といえる。 

①神経再生過程の検索、②筋組織の再生過程の検索、③皮膚組織など 

の再生過程の検索、④同種移植における生体反応の検索、⑤神経麻痺

や筋肉麻痺の臨床や研究、さらに⑥同種移植等における生体反応の検体作製に利用できる。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


